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気象ハンドブック編集委員会編

　　気象ハンドブック

朝倉書店，1979年，A5版，

　　　　　　698頁，9800円

　20年ほど前障技報堂からr気象学ハソドブック」，10

年ほど前に共立出版からr気象ポケットブック」が出て

いる．これらの本には，気象に関連する数式や簡単な解

説，詳しい表や図，公式などが載っており，たいへん便

利でいまでも使っている．今度，朝倉書店からr気象ハ

ンドブック」が出たと聞き，この2書を連想し，それの

最新刊かと思っていた．ところが手にして内容を見たと

ころ，全くといってよいほど違っており，むしろ，新し

い気象学一理論と応用一とでも題してよいような気象の

解説書であった．

　まえがきには，気象の事典のような，短かい知識の羅

列は避けたと書いてあり，事実その通りであるが，ハン

ドブックというよりは気象の事典に近い感じである．

　主な項目をあげてみると，（1）気象のガイド，（2）地球と

太陽，（3）大気の構造と運動，（4）気候とその変化，（5）気象

器械，（6）気象観測，（7）天気図の作り方と利用，（8）最近の

天気予報とその利用法，（9）気象の理論，⑩気象の実験，

⑪生活と気象，⑫産業と気象，⑬交通と気象，σゆ汚染と

気象，⑮防災と気象，⑯気象教育，⑳気象資料とその利

用，付録，となっている．

　これからわかるように，基礎から応用まで実に広い範

囲について書かれており，気象器械，気象の実験，気象

教育，気象資料とその利用など，他書にはちょっと見ら

れない項目もある．また，気象衛星による観測結果のカ

ラー写真，オー・ラや新しい測器の写真なども載せられ

ており，ごく最新の知見も紹介されている．

　付録には，気象に関する各種の気候表や年表，単位や

換算式，定数や計算式，略号表，気象通報の時刻，気象

官署の一覧表なども載せられている．なお，地震の震度，

マグニチュードも載せられているが，これは本書として

は蛇足ではなかろうか．

　執筆者たちは，気象庁，気象研究所，大学，農業技術

試験所，都市教育研究所などの，それぞれの方面の専門

家であり，内容は信頼がおける．

　何分にも範囲が広く，一般の読者を対象としており，

頁数の関係もあるためであろうか，水蒸気圧の表など

が，他のハンドブックに比較すると簡単なのがちょっと

物足りない．しかし，新しいところから古いところまで，

たとえばハンチントンの気候と文明まで要領よく解説し

てあり，手もとにおいて，辞書がわりに使うのもよい．

700頁近くもあり，価格が10，000円近くにもな：り，ちょ

っと手を出しにくいかもしれないが，それだけの価値は

ある．

　本箱の一隅に一冊おいておくと，何かにつけ便利であ

ろう．　　　　　　　　　　　　　　　（高橋浩一郎）
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